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１） 事業所名 服巻建設 株式会社

　　代表者氏名 代表取締役　松尾　裕之

２）　所在地 本　社　　　 〒845-0002　 佐賀県小城市小城町畑田 988番地1

３）　環境管理責任者 常務取締役　 中村　茂美

　　　担当者 総務部 笠原　明子

　　　連絡先 ＴＥＬ0952-71-1005 ＦＡＸ 　0952-72-1799

Ｅメールアドレス　　haramaki@mx81.tiki.ne.jp

４）　事業の内容 建築工事業、土木工事業、とび・土工工事業、解体工事業

５）　許可番号 佐賀県知事許可　　特-２　第９４２１号

６）　事業の規模 ＊資本金 ４千万円

＊従業員数 ８人 （2021年12月現在）

＊売上高 ２１４百万円

＊延床面積 １９６㎡

＊法人設立 平成１１年７月３０日

７）　事業年度 ２０２２年１月～１２月

２．認証・登録の対象範囲

　　上記の全組織及び全活動

　　　1)　対象事業所 本社

　　　2)　事業活動 上記の事業内容

1.　組織の概要

ｐ.（1）
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環 境 経 営 方 針

服巻建設 株式会社 は、天山水景の麓に位置し、小城清水の清流豊かな

環境の中で建設工事を通じて、この環境の保全と汚染の予防に努めることを

全社員が自覚し『環境にやさしい社会づくり』に取り組みます。

１．次の事項に取り組みます。

（１）二酸化炭素排出量の削減

（２）建設にともなう産業廃棄物及び事業系一般廃棄物の排出量削減

（３）水使用量の削減

（４）資材、事務用品等のグリーン購入推進

（５）本業における環境貢献の推進

（６）環境経営システムの継続的改善

２．関係する環境関連法規等を遵守します。

改定日 令和 ２年 ６月 １日

服巻建設 株式会社

代表取締役 松尾 裕之

認証番号0012431

ｐ.（2）
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ＥＡ２１事務局
環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの作
成・維持・集計・管理を行う
社外からの環境情報の収集と伝達を行う

部門長

環境方針、環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する
環境目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する
自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する
自部門に関連する法規制等を順守する
自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する
自部門の教育・訓練を実施する

全従業員
環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

代表者

代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ
環境方針を作成・見直し、従業員に周知する
環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する
環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する
ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

環境管理責任者

ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、 実行
し、環境実績を向上させる。
毎年、環境目標、環境活動計画を作成する。
３か月に１回、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況を確認・
評価する。
上記の結果を代表者に報告する。

ＥＡ２１委員会 ３か月に１回開催し、環境目標及び環境活動計画の実施状況を審議する。

４．実施体制

所　属 役割・責任・権限

代表者
代表取締役　社長

　環境管理責任者
　　　　　中　村

  ＥＡ２１委員会
 
   　　中　村

　　ＥＡ２１事務局
　
　　　　　笠　原

事務部
　２　名

　　工事部 １
　　　　　　小　柳

　　工事部 ２
　　　　　　本　村

　　役割分担表

p.(3)



５．環境経営目標 （2022年度）

2021年
1月～12月

2022年
1月～12月

2023年
1月～12月

2024年
1月～12月

2025年
1月～12月

㎏‐CO₂ 11,908 11,789 11,553 11,553 11,553

（1）電気使用量削減 kWh 13,005 12,875 12,617 12,617 12,617

　　　　事務所 kWh 11,844 11,726 11,491 11,491 11,491

　　　　現場 kWh 1,161 1,149 1,126 1,126 1,126

（2）ガソリン使用量削減 ℓ 2,210 2,188 2,144 2,144 2,144

　　　　事務所 ℓ 515 510 500 500 500

　　　　現場 ℓ 1,695 1,678 1,644 1,644 1,644

（3）軽油使用量削減

　　　　現場 ℓ 214 212 208 208 208

kg

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 264 261 256 256 256

産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率の向上 ％ 94 100 100 100 100

m³

　　　　事務所 m³ 32 32 31 31 31

　　　　現場 m³ 28 28 27 27 27

- 購入に配慮 購入に配慮 購入に配慮 購入に配慮 購入に配慮

- 施工時に配慮 施工時に配慮 施工時に配慮 施工時に配慮 施工時に配慮

1.購入電力の二酸化炭素後排出係数は、 0.479ｋｇ‐CO₂／kＷh（2020年度九州電力調整後）を使用しています。

2.目標年度の()は基準年に対する削減率を示す。

５．省資源・省エネ型設計・
施工の提案

単位

基準年
2021年度 2022年度

（1%削減）
2023年度
（2%削減）環　境　目　標

年度

１．二酸化炭素排出量の削減

２．廃棄物排出量の削減

３．水使用量の削減

４．グリーン購入の推進

2024年度
（2%削減）

2025年度
（2%削減）

ｐ.（4）



５．環境経営目標 （2023年度）

2021年
1月～12月

2022年
1月～12月

2023年
1月～12月

2024年
1月～12月

2025年
1月～12月

㎏‐CO₂ 11,908 11,789 11,553 11,553 11,553

（1）電気使用量削減 kWh 13,005 12,875 12,617 12,617 12,617

　　　　事務所 kWh 11,844 11,726 11,491 11,491 11,491

　　　　現場 kWh 1,161 1,149 1,126 1,126 1,126

（2）ガソリン使用量削減 ℓ 2,210 2,188 2,144 2,144 2,144

　　　　事務所 ℓ 515 510 500 500 500

　　　　現場 ℓ 1,695 1,678 1,644 1,644 1,644

（3）軽油使用量削減

　　　　現場 ℓ 214 212 208 208 208

kg

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 264 261 256 256 256

産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率の向上 ％ 94 100 100 100 100

m³

　　　　事務所 m³ 32 32 31 31 31

　　　　現場 m³ 28 28 27 27 27

- 購入に配慮 購入に配慮 購入に配慮 購入に配慮 購入に配慮

- 施工時に配慮 施工時に配慮 施工時に配慮 施工時に配慮 施工時に配慮

1.購入電力の二酸化炭素後排出係数は、 0.479ｋｇ‐CO₂／kＷh（2020年度九州電力調整後）を使用しています。

2.目標年度の()は基準年に対する削減率を示す。

環　境　目　標 単位

基準年
2021年度

年度

2022年度
（1%削減）

2023年度
（2%削減）

2024年度
（2%削減）

2025年度
（2%削減）

１．二酸化炭素排出量の削減

２．廃棄物排出量の削減

３．水使用量の削減

４．グリーン購入の推進

５．省資源・省エネ型設計・
施工の提案

ｐ.（5）



６．環境経営計画　　活動期間 (2022年度）（2022年1月～12月迄）

責任者： 環境管理責任者

サイト区分 活　動　項　目 担当者 スケジュール

事務所 年間を通して

・昼休み時間の消灯 （笠原明子） 〃

・照明器具、空調機フィルター清掃 現場 〃

・夜間、休日はパソコンの主電源を切る （小柳敏之） 〃

・急発進、急加速、急減速の禁止 事務所 〃

・不要な荷物は積まない （笠原明子） 〃

・空気圧の適正確認 現場 〃

（小柳敏之） 〃

・急発進、急加速、急減速の禁止 〃

・不要な荷物は積まない 現場 〃

・定期点検の実施 （小柳敏之） 〃

〃

一般廃棄物排出量の削減 年間を通して

・コピー用紙裏紙の利用 〃

・転用可能な資材の活用の推進 〃

・中間処理施設の利用徹底 〃

・節水ラベルの貼付 事務所 年間を通して

・節水の呼びかけ （笠原明子） 〃

・５割開栓を心掛ける 現場

（小柳敏之） 〃

全社 事務所・現場共　グリーン購入に配慮していく

５．省資源・省エネ型設計・施
工の提案

省資源型設計・施工に配慮していく

現場

事務所
現場

現場

（笠原明子）

（小柳敏之）

３．水使用量の削減

４．グリーン購入の推進

（1）電気使用量削減

（2）ガソリン使用量削減

（3）軽油使用量削減

産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率の向上

取　組　目　標

１．二酸化炭素排出量の削減

・使用していないパソコンの電源を切る

２．廃棄物排出量の削減

・分別によるリサイクルの推進（用紙類はシュ
レッダー処理）

事務所
現場

事務所
現場

現場

事務所

ｐ.（6）



７．環境経営目標の実績

活動期間（2022年1月～12月）

基準年
（2021年度） 目標 実績 評価 結果の評価

１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 11,908 11,789 10,769 〇

（1）電気使用量削減 kWh 13,005 12,875 11,420 〇

　　　　事務所 kWh 11,844 11,726 10,582 〇

　　　　現場 kWh 1,161 1,149 838 〇

（2）ガソリン使用量削減 ℓ 2,210 2,188 2,005 〇

　　　　事務所 ℓ 515 510 588 〇

　　　　現場 ℓ 1,695 1,678 1,417 〇

（3）軽油使用量削減 ℓ

　　　　現場 ℓ 214 212 264 ×

２．廃棄物排出量の削減 ｋｇ

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 246 261 261 〇

産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率の向上 ％ 94 100 98 〇

３．水使用量の削減 m³

　　　　事務所 m³ 32 32 32 〇

　　　　現場 m³ 28 28 9 〇

４．グリーン購入の推進 ％ 〇

件 〇

※二酸化炭素排出量の計算で使用した排出係数は九州電力　2020年度の二酸化炭素調整後排出係数

　（ 0.479ｋｇ‐CO₂／kＷh）　を使用しています。

雑誌・段ボール等
は100%リサイクル出
来ている。

節水は意識を持っ
て行っているので、
特に無し

　グリーン購入に配慮していく

５．省資源・省エネ型設計・施工
の提案

　省資源型設計・施工に配慮していく

環境目標 単位

現場事務所が無い
為稼働率が上がっ
ている。

2022年1月～12月

ガソリン使用料も電
気使用量と同様に
現場状況により増
減がかかわってい
る。

事務所・現場とも今
期は現場等が少な
かった分電気使用
量も減っている。

0
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ℓ
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二酸化炭素排出量と発生源（実績）の推移

(1)電気 kWh (2)ガソリン ℓ

(3)軽油 ℓ 二酸化炭素排出量 kg-CO₂

ｐ.（7）
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８．　環境経営計画の取組結果とその評価並びに次年度の計画内容

照明器具、空調機の定期清掃

空気圧の適正確認

転用可能な資材の活用の推進

１年間の評価 次年度の計画

・節水に努めた。
・節水ラベルを貼付け
た。

・今後も節水に努め、使用時は常
に蛇口の5割開栓を心掛ける。

・裏紙の使用頻度を増や
した。
・分別によるリサイクル
の推進。
・ゴミの持ち帰り等で排
出量の削減を計った。

・今後も社内ランを活用し、無駄
な用紙の使用しない。
・現場の産廃等は再資源化する。

１年間の評価

活動項目 １年間の評価 次年度の計画

・工事現場の提案は出来
ている。

次年度の計画

・アスクルのエコ商品等
の利用をしている

1月～12月

省資源型設計・施工に配慮していく 〇

１年間の評価 次年度の計画

活動項目 １年間の評価 次年度の計画

・概ね実施出来ている。 ・こまめな消灯
・エアコンの適温調整
・エアコンの定期清掃
・今後もガソリン、軽油使用量
削減を意識していく。
・夏季における空調の節電

電気使用
量削減

ガソリン
使用量削

減

軽油使用
量削減

定期点検の実施 〇

2.廃棄物排出量削減
実施状況

1月～12月

一般廃棄物

産業廃棄物

活動項目

活動項目

実施状況
５．省資源・省エネ型設計・施工の提案

4.ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進(事務用品)
実施状況
1月～12月

グリーン購入に配慮していく 〇

こまめな節水 〇

節水ラベルの貼付け 〇

中間処理施設の利用徹底 〇

3.水使用量削減
実施状況

1月～12月

分別によるリサイクルの推進 〇

コピー用紙の裏紙利用 〇

〇

急発進、急加速等の禁止 〇

不要な荷物は積まない 〇

急発進、急加速等の禁止 〇

不要な荷物は積まない 〇

〇

エアコンの適温調整 ×

〇

夜間、休日はパソコンの主電
源を切る

〇

1.二酸化炭素排出量の削減
実施状況

1月～12月

こまめな消灯 〇

活動項目

ｐ.（8）



９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 並びに違反、訴訟等の有無

                                         

当社の事業活動、関する環境関連法規等は次のとおりです。

浄化槽法 浄化槽の管理、保守点検、法定点検の実施

フロン排出抑制法 簡易定期点検の実施

令和4年3月に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんで
した。また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

建設業法 建設業許可

騒音規制法
特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の騒音レベルの遵守

振動規制法
特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の振動レベルの遵守

適用される法規等 適用される事項（施設・物質・活動等）

廃棄物の処理及び清掃に関する法
律（廃掃法）

マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

建設リサイクル法 一定規模以上の建築4品目の分別解体と再資源化

服巻建設 ㈱

ｐ.（9）



１． 評　価

・ 社内では環境に配慮した分別がきちんとなされている。

・ 現場では廃棄物等管理も徹底され、倉庫内の整理・整頓によるリサイクル資材の

管理ができている。

・ 今年度は建設工事現場が減少したこともあり、二酸化炭素の排出量も軽減されている。

しかし、年度により異なるので今後も削減を推奨していく。

２． 見直し（変更の必要性と指示）

・ 必要なものと無駄なものの判断をしっかり見極めること。

・ 現場監理も大事だが、各自健康管理にも留意する。

・ 今後もSDGｓの推進に向け社員に明確な実践を行うよう

促した。

・ 今年度からEA委員会は3ヶ月に1回開催を毎月の全体会議中にて

対応と状況の確認を行う。

３． 環境方針、環境目標、環境活動計画及び実施体制は変更せずに、このまま継続する。

４． その他　　　消防消化訓練　（消防署より　派遣指導）

　

　　代表取締役　松尾　裕之

１０．代表者による全体評価と見直しの結果

服巻建設 ㈱

ｐ.（10）



　　　　　(2022.1月～12月)

※太陽光発電システムの活用

　①　地球温暖化の原因は、二酸化炭素が要因。

　②　持続可能な電気を創って使うことで地球を守ることや自宅の電気代削減、
　　 　災害対策に繋がっていくと思う。

　③　太陽光発電を設置して再生可能エネルギーを作り、二酸化炭素の排出量削減の効果
　　 　に貢献していく事も大切。

当社の太陽光発電

  総発電量
  56,378 ｋｗｈ

  売電量
 51,388 ｋｗｈ

自家消費量
  6,464 ｋｗｈ

 買電量
  4,122 ｋｗｈ

 事務所
総使用量

今期は事務所の電気使用量は目標値よりも削減

できていた。

今後も出来るだけ節電・二酸化炭素排出削減を

心掛けて行く。

p.(11)
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